
○ 被用者年金制度一元化法が施行され、平成27年10月1日から報酬の範囲は厚生年
金制度に合わせることとなり、通貨以外のもの（現物給与）も報酬に含まれます。

○ 現物給与として報酬に含まれる価額の算出方法等は、以下のとおりとなります。

【 間取りからの算出方法 】 【簡便な算出方法】

現物給与（宿舎貸与）の価額の算出方法

【一元化前（～平成27年９月）】 【一元化後（平成27年10月～）】

○給与として支給される
もの

○労働の対償として受ける
全てのもので通貨以外のも
のを含む

平 成 2 7 年 1 0 月 1 日 か ら 標 準 報 酬 に
現 物 給 与 （ 宿 舎 貸 与 ） が 含 ま れ ま す

報酬の範囲

（※居住面積とは、居間・茶の間・寝室等の居住用スペースのことで、玄関・台所・トイレ・浴室・廊下等は

除かれます。居住面積の算出にあたっては、間取りから算出する方法以外に、簡便な算出方法があります。）

宿舎の延べ面積 居住面積割合

２５㎡未満 ４１％

２５㎡以上５５㎡未満 ５６％

５５㎡以上８０㎡未満 ６２％

８０㎡以上 ６６％

※延べ面積×居住面積割合

文部科学省共済組合からのお知らせ

の部分が居住面積の対象となります。



○ 都道府県ごとの価額（一畳あたり）は厚生労働省の告示により定められております（下表参照）。

○ 勤務地がＡ県にあり、宿舎がＢ県にある場合は、勤務地であるＡ県の価額で計算します。

○ そこに住まなければ公務に影響を及ぼすような職務に従事する者に限り、生産施設の一部と

解し、現物給与として取り扱わないこととなります。

留意点

標準報酬に含まれる額（計算例）

【例①（間取りから算出）】居住面積：6畳、勤務地：福岡県（@1,150円）、宿舎料：5,600円の組合員

6畳（居住面積）×1,150円（単価）－5,600円（宿舎料）

＝1,300円（標準報酬の算定に加算される額）

【例②（間取りから算出）】居住面積：16畳、勤務地：石川（@1,130円）、宿舎料：9,000円の組合員

16畳（居住面積）×1,130円（単価）－9,000円（宿舎料）

＝9,080円（標準報酬の算定に加算される額）

【例③ （簡便な算出方法）】延べ面積：65㎡、勤務地：青森（@840円）、宿舎料：16,000円の組合員

65㎡（延べ面積）×62％（居住面積率）÷1.65（１畳換算）×840円（単価）

－16,000円（宿舎料）＝4,516円（標準報酬の算定に加算される額）

【例④ （簡便な算出方法）】延べ面積：90㎡、勤務地：東京（@2,400円）、宿舎料：84,000円の組合員

90㎡（延べ面積）×66％（居住面積率）÷1.65（１畳換算）×2,400円（単価）

－84,000円（宿舎料）＝2,400円（標準報酬の算定に加算される額）

お問い合わせ先
在籍する大学等の共済担当係


